
明治22年、旧松山藩領の北黒田村・浜村・筒井村の3村と大洲藩領の南黒田村が合併

して「松前村」となり、大正11年に町制を施行。さらにこの旧松前町と北伊予村・岡田

村の3町村が合併し、昭和30年3月31日、現在の「松前町」が誕生しました。以来約半

世紀にわたって、恵まれた土壌と資源、企業団地や住宅団地、大型商業施設の進出、四

国縦貫自動車道伊予インターチェンジから本町臨海部を通って松山空港・松山港を結ぶ

地域高規格道路伊予・松山港連絡道路の整備も具体化され、「水と緑の美しい自然環境

の調和のとれたまちづくり」へと、さらなる発展を遂げようとしています。21世紀とい

う新世紀、私たちの町「松前町」は「翔け まさき 新世紀プラン」のメッセージテーマの

もと、誇りと希望をもって「人とみどりが輝くぬくもりの町 松前」へ邁進していきます。 
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「松前」の名は建武3年（1336）3月11日の「祝安親軍忠状」に松崎城とあり、その後、

真崎・正木・柾木・満崎・松前となり、寛永12年（1635）松山藩松平氏により「松前」に

統一されました。文禄4年（1595）加藤嘉明が6万石を得て松前城に入城。関ケ原の

戦いで功名をあげ20万石となって松山城を築城。足かけ9年にわたって在城し、城下

町を形成しました。江戸時代を通じ松山藩となり、加藤嘉明の治水策により、重信川に

堤防を築き、用水路を掘削し、130町歩の新田畑、新村が誕生。現在の「松前町」の礎

をつくりあげました。現在、松前城の大手門は、松山城の筒井門として残り、松前商人の

移住した町は、松山市松前町として残っています。 
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